１　平成２０年度那覇市における小学校英語科の目標
	英語活動を通して

（1） 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。

（2） 英語音の特徴（音声・リズム・イントネーション）に慣れる。

（3） 英語を聞くことや話すことに慣れ親しみながら話し手の意向を理解したり、英語に

　　よる簡単な言い回しやコミュニケーションのしかたを身につける。

（４）自国や外国の文化や生活に関心をもちながら、他者を理解し協力し合う態度を身につける。


２　各学年目標

	低学年
	（1） 歌やリズム遊び等を通じて英語に慣れ親しむ。

（2） 英語を聞いて全身で表現することを楽しむ。

（3） 外国人とわけへだてなく、自然に関わろうとする。

	中学年
	（1） 歌やリズム遊び・簡単な会話等を通じて、英語を聞いたり、話したりすることに慣れる。

（2） 英語を聞いたり、話したりする活動を楽しむ。

（3） 言葉や生活習慣の違いに気づき、積極的に外国人と関わろうとする。

	高学年
	（1） 英語への興味・関心を深め、身近なことを聞いたり、話したりしようとする。

（2） 様々な人と英語でコミュニケーションすることを楽しむ。

（3） 言葉や生活習慣の背景にある考え方や違いに気づき、思いやりの心を

　　　もって外国人と付き合える。


３　評価の観点

	（1） コミュニケーションへの関心・意欲・態度（コミュニケーションを楽しむ）
（2） コミュニケーション力

（英語を聞き取ろうとする・英語を使って表現しようとする）

（3） 外国の言葉、文化に親しむ




４　評価の観点

	（１）コミュニケーションへの関心・意欲・態度（コミュニケーションを楽しむ）

	低学年
	· 相手と楽しく触れあい、相手を受け入れている。

· ルールを守って活動し、コミュニケーション活動を楽しんでいる。

· 相手と進んでコミュニケーション活動を図ろうとしている。

	中学年
	· 身振りや言葉を使うなどして意志を伝え、相手と関わろうとしている。

· マナーを守って活動し、コミュニケーション活動を楽しんでいる。

· 相手を歓迎したり、気遣ったりしながらコミュニケーション活動を図ろうとしている。

	高学年
	· 相手との会話を通して相互の交流を図ろうとしている。
· マナー等の礼儀をわきまえ、自分から進んで活動し、コミュニケーション活動を楽しんでいる。

· 相手を認めながら、自分の思いを伝えよう（伝え合おう）としている。


	（２）コミュニケーション力（英語を聞き取ろうとする。英語を使って表現しようとする）

	低学年
	· 英語の音やリズムに親しみながら聞いている。

· 初歩的な表現や身近なものの名前を聞き取ろうとしている。

· 相手の質問や指示に対して動作などで応じようとしている。

· 絵本等の読み聞かせを楽しんで聞いている。

· 集中して聞こうとしている。

· 単語や言葉を聞こえるままにまねて発話しようとしている。

· 初歩的な表現や身近なものの名前を言おうとしている。

· 身振りや手振りなどを交えるなどして、自分の思いを伝えようとしている。

	中学年
	· 英語の分を音の流れのままに親しみながら聞いている。

· 話し手の顔を見て、話や指示を聞こうとしている。

· 聞いている内容を大まかに理解している。

· 相手の質問や指示に対してそれにふさわしい反応をしようとしている。

· 集中して聞こうとしている。

· 簡単な質問に対して、自分の考えで答えようとしている。

· 相手に質問したり、相手との受け答えを楽しんでいる。

· 親しんだ言葉や身振りを用いて発話している。

	高学年
	· 英語の分を音の流れのままに親しみながら聞いている。
· 話し手が何を話そうとしているのか関心をもって聞いている。

· 話し手が何をいっているのか大まかな内容を推測しようとしている。

· 聞いている内容を大まかに理解している。

· 聞き返すなどして話の内容や話し手の意向を理解しようとしている。

· 簡単な質問に対して、自信をもって答えようとしている。

· 自分が伝えたいことを慣れ親しんだ英語で相手に伝えようとしている。

· 聞き慣れた表現で、相手の意向などを確かめたり依頼したりしている。


	（３）外国の言葉、文化に親しむ

	低学年
	· 身近にある英語に興味を持っている。
· 外国の遊びや行事に興味をもっている。

· 英語の英本や歌に興味をもち親しんでいる。

· 様々な人々とわけへだてなく自然に関わろうとしている。

	中学年
	· 外国の遊びや行事に興味をもっている。
· 外国の人や文化にふれ、関心を示している。

· 英語の英本や歌に興味をもち親しんでいる。

· 自分の思いを伝える英語表現を知ろうとしている。

	高学年
	· 外国の人、文化、伝統等に興味・関心をもっている。
· 自国や外国の生活や文化等の違いを認め、理解しようとしている。

· 様々な人々との出会いを通じて、その人々の背景にある文化・伝統について直接たずねたり、調べたりしている。

· 自分の思いを伝える英語表現を知ろうとしている。


５　学習内容
（１）題　材　　目標を達成するために、各学年別にテーマを設定し年間３３時間（第１学年については、２５分週１回の２９週分）のカリキュラムを構成する。
（２）言語活動　
	学習活動（聞くこと・話すこと、対話、テレビ、ビデオ視聴）
パフォーマンス（スキット、ごっこ遊び、劇、スピーチ）

ゲーム類（カード、双六、ビンゴ、クイズ、パズル、等）

歌・リズム（歌、チャンツ、動作遊び）

タスク（お絵かき、資料調べ、課題解決の話し合い、ビデオレター）

交流活動（外国人との交流、Ｅメール、交流学習）


　
（３）言語材料　　子どもにとって身近で簡単なもので、進んで英語を聞いたり、話したりするなどの音声を中心として言語活動に関わることができるような言語材料を取り上げる。
	あいさつ、月、曜日、天候、自己紹介、家族、遊び、スポーツ、食べ物

飲み物、学校、文具、教科、ペット、動物、自然、乗り物、買い物、食事

電話応対、道案内、行事、色、数、体、地域、等


（4） 指導方針　
　①　英語を聞く・話すことを重視した指導を行う。

　　②　小学校段階にふさわしい体験的な活動を行う。（知識やスキルや体験を通して語句や英文に自然に触れさせ、慣れ親しませる。）
　　③　英語学習環境を整え、身近な生活に即した言語材料を設定し、多彩な活動を工夫する。
